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概概概概        要要要要    

    

本システムは，主に脳卒中片麻痺患者のリハビリテーションを目的とし，図 1

に示す上肢の鏡像運動を実現する機構と，図 2 に示すように指先に触覚を入力

する機構を備え，図 3 のように中央の鏡を覗き込みながら上肢運動を行うこと

で，非麻痺肢と共に麻痺肢も自ら動かしているような運動錯覚を誘発します． 

従来技術従来技術従来技術従来技術・・・・    

競合技術競合技術競合技術競合技術    

とのとのとのとの比較比較比較比較    

（（（（優位性優位性優位性優位性））））    

本システムは，ミラーセラピーに鏡像運動と触覚フィードバックを取り入れま

した．モータ，センサ，コンピュータを一切用いず機構のみで鏡像運動を実現

し，実物に触れさせることでリアルな触覚を入力できます．非駆動非設置型の

ため省スペースで安全且つ安価であり，様々な場所で使用可能です． 

本技術本技術本技術本技術のののの    

有用性有用性有用性有用性    

左右の手や指を協調させて動かそうとする意思と共に，左右の手が正しく動い

ているように見える視覚と運動感覚，さらに左右の手で同じ物に触っている触

覚が同時にフィードバックされることで脳の可塑性が誘発されることから，ニ

ューロリハビリテーションの一環として上肢および手指の運動機能回復に有

用です． 

関連情報関連情報関連情報関連情報    

（（（（図図図図・・・・表表表表・・・・写真等写真等写真等写真等））））    

 

   

図 1：運動提示部    図 2：触覚提示部    図 3：利用形態 
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